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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２のアンテナを有する無線通信装置における制御チャネル送信方法において
、
　前記第１及び第２のアンテナ間において周波数軸上で互いに直交する第１及び第２の信
号系列を生成し、
　制御チャネルに対応する第１及び第２の制御信号を前記第１及び第２の信号系列でそれ
ぞれ変調し、
　前記変調された第１及び第２の制御信号をシングルキャリア伝送により前記第１及び第
２のアンテナからそれぞれ送信する、
　ことを特徴とする制御チャネル送信方法。
【請求項２】
　前記第１及び第２のアンテナ間で巡回シフト量を変化させることで前記第１及び第２の
信号系列を周波数軸上で互いに直交させることを特徴とする請求項１記載の制御チャネル
送信方法。
【請求項３】
　第１及び第２のアンテナを有する無線通信装置における制御チャネル送信方法において
、
　制御チャネルに対応する第１及び第２の制御信号を生成された第１及び第２の信号系列
でそれぞれ変調し、
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　前記変調された第１及び第２の制御信号を第１及び第２の周波数帯域にそれぞれ割り当
て、
　前記割り当てられた前記第１及び第２の制御信号をシングルキャリア伝送により前記第
１及び第２のアンテナからそれぞれ送信する、
　ことを特徴とする制御チャネル送信方法。
【請求項４】
　前記制御チャネルに対応する前記第１及び第２の制御信号を符号化し、符号化された前
記第１及び第２の制御信号を前記第１及び第２の信号系列でそれぞれ変調することを特徴
とする請求項１または３記載の制御チャネル制御方法。
【請求項５】
　さらに、送信先の無線通信装置から制御情報を受信し、
　前記受信した制御情報に基づいて、前記第１及び第２の制御信号の前記第１及び第２の
アンテナからの送信が制御されることを特徴とする請求項１または３記載の制御チャネル
制御方法。
【請求項６】
　第１及び第２のアンテナを有する無線通信装置において、
　前記第１及び第２のアンテナ間において周波数軸上で互いに直交する第１及び第２の信
号系列を生成する生成部と、
　制御チャネルに対応する第１及び第２の制御信号を前記第１及び第２の信号系列でそれ
ぞれ変調する変調部と、
　前記変調された第１及び第２の制御信号をシングルキャリア伝送により前記第１及び第
２のアンテナからそれぞれ送信する送信部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項７】
　第１及び第２のアンテナを有する無線通信装置において、
　制御チャネルに対応する第１及び第２の制御信号を生成された第１及び第２の信号系列
でそれぞれ変調する変調部と、
　前記変調された第１及び第２の制御信号を第１及び第２の周波数帯域にそれぞれ割り当
てる割り当て部と、
　前記割り当てられた前記第１及び第２の制御信号をシングルキャリア伝送により前記第
１及び第２のアンテナからそれぞれ送信する送信部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御チャネル送信方法、及び無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代携帯電話の次世代通信方式として、ＬＴＥ（Long Term Evolution）が検討さ
れている。ＬＴＥでは、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）と呼ばれる制
御チャネルを用いて上りリンクの制御情報を送信する。例えば、下りパケット伝送に対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫや下り品質情報であるＣＱＩなどがＰＵＣＣＨを用いて送信される。
【０００３】
　図６はＰＵＣＣＨのフレームフォーマットの例を示す図である。１ｍｓのサブフレーム
が２つに分割され、分割された各スロットは７つのブロック（ＦＦＴブロック）からなる
。例えば、同図に示すように、各スロットの第２及び第６ブロックにリファレンス信号が
含まれる（例えば、以下の非特許文献２）。なお、ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared
 Channel）はデータを送信するためのチャネルであり、時間軸上及び周波数軸上で各ユー
ザにサブフレーム毎に割り当てられる。
【０００４】
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　図７はＰＵＣＣＨを送受信する送信装置１００及び受信装置２００の構成例を示す図で
ある。送信装置１００は、ＺＣ系列発生部１１でＺＣ（Zadoff-Chu）系列の信号列が発生
し、巡回シフト（Cyclic Shift）部１２で時間軸上の巡回シフトを加え、変調部１３にお
いて制御ビット（ＰＵＣＣＨの送信シンボルに対応する制御ビット）により変調する。そ
の後、サブキャリアマッピング部１４で予め決められた周波数帯域にマッピングし、ＩＦ
ＦＴ（Inverse Fat Fourier Transfer）部１５で時間軸上の信号に変換した後、ＣＰ付加
部１６でＣＰ（Cyclic Prefix）を付加してアンテナ１７より送信する。
【０００５】
　一方、受信装置２００では、２つの受信アンテナ２１，２２により送信信号を受信し、
ＣＰ除去部２３，２４で受信信号から各々ＣＰを除去し、ＦＦＴ（Fast Fourier Transfe
r）部２５，２６で周波数軸上の信号に変換した後、サブキャリアデマッピング部２７，
２８で各サブキャリアにマッピングされた信号を抽出する。その後、ＳＩＭＯ受信部２９
でアンテナ間合成を行い、ＺＣキャンセル部３０でＺＣ系列の信号列をキャンセルして制
御ビットを出力する。
【０００６】
　また、ＬＴＥではユーザ間で巡回シフトによる多重送信、すなわち複数ユーザによる多
重送信も提案されている。図８はかかる場合の送受信機の構成例を示す図である（例えば
、以下の非特許文献３）。同図に示すように、ＺＣ系列発生部１１で発生したＺＣ系列の
信号列に対して、２つの巡回シフト部１２‐１，１２‐２により異なる２つの巡回シフト
量が加えられた後、夫々変調部１３‐１，１３‐２において異なる制御ビットで変調して
送信する。
【０００７】
　一方、送信アンテナ間で異なる信号を送信してスループットを向上させるＭＩＭＯ（Mu
lti-Input Multi-Output）方式がある。上りデータチャネル（ＰＵＳＣＨ）をＭＩＭＯ方
式により送信が行われている場合、制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）もＭＩＭＯ方式により送
信することができる。図９はＭＩＭＯ方式による送受信機の構成例を示す図である。異な
る制御ビットにより変調された信号を２つの送信アンテナ１７‐１，１７‐２で送信する
。
【非特許文献１】TS36.211 V8.0
【非特許文献２】3GPP R1-073658
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、図６で示したように、１ｍｓで送信できるＰＵＣＣＨは、参照信号（Ｒ
Ｓ）を除くと予め決められた数のブロック数（シンボル数、図６の例では１ｍｓで１０個
）しか送信できない。このため、チャネル符号化も考慮すると、あるユーザが１ｍｓで送
信できるビット数は限られている（例えば、ＱＰＳＫ変調で符号化率１／４の場合は、５
ビットとなる）。
【０００９】
　また、図８で示した例は、異なる巡回シフト量を加えたＺＣ系列に対して異なる制御ビ
ットで変調しているものの、加算部１８において２つの信号を加算して送信している。そ
のため、マルチキャリア送信となり、時間軸上でのみ送信データやパイロット信号を多重
するシングルキャリア伝送（図７参照）と比較してＰＡＰＲ（Peak to Average Power Ra
tio）が大きくなる。
【００１０】
　さらに、図９で示したように、ＭＩＭＯ方式により送信する場合、ＰＡＰＲの増大を防
いでスループットの向上を図ることができるものの、送信アンテナ１７‐１，１７‐２間
の信号は完全には直交していないため受信特性が劣化する。
【００１１】
　そこで、本件の目的の一つは、ユーザあたりの最大送信ビット数を増加させるようにし
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た制御チャネル送信方法、及び無線通信装置を提供することにある。
【００１２】
　また、本件の他の目的は、ＰＡＰＲの増大を防ぐようにした制御チャネル送信方法等を
提供することにある。
【００１３】
　さらに、本件の他の目的は、受信特性を向上させるようにした制御チャネル送信方法等
を提供することにある。　
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、開示の一実施態様によれば、複数のアンテナを有する無線
通信装置における制御チャネル送信方法において、前記各アンテナ間において周波数軸上
で互いに直交する信号系列を生成し、制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を
各々変調し、前記変調された信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナから
送信する。
【００１５】
　また、上記目的を達成するために、開示の他の実施態様によれば、複数のアンテナを有
する無線通信装置における制御チャネル送信方法において、生成された信号系列に対して
、制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を変調し、前記変調された前記アンテ
ナ毎の信号系列を夫々異なる周波数帯域に割り当て、前記割り当てられた前記信号系列を
シングルキャリア伝送により前記各アンテナから送信する。
【００１６】
　さらに、上記目的を達成するために、開示の他の実施態様によれば、複数のアンテナを
有する無線通信装置において、前記各アンテナ間において周波数軸上で互いに直交する信
号系列を生成する生成部と、制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を各々変調
する変調部と、前記変調された信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナか
ら送信する送信部とを備える。
【００１７】
　さらに、上記目的を達成するために、開示の他の実施態様によれば、複数のアンテナを
有する無線通信装置において、生成された信号系列に対して、制御チャネルに対応する制
御信号で前記信号系列を変調する変調部と、前記変調された前記アンテナ毎の信号系列を
夫々異なる周波数帯域に割り当てる割り当て部と、前記割り当てられた前記信号系列をシ
ングルキャリア伝送により前記各アンテナから送信する送信部とを備える。
【発明の効果】
【００１８】
　ユーザあたりの最大送信ビット数を増加させるようにした制御チャネル送信方法、及び
無線通信装置を提供できる。また、ＰＡＰＲの増大を防ぐようにした制御チャネル送信方
法等を提供できる。さらに、受信特性を向上させるようにした制御チャネル送信方法等を
提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して最良の形態を説明する。図１はＰＵＣＣＨなどの制御チャネルを
送受信する送信装置１０及び受信装置２０の構成例を示す図である。送信装置１０は無線
通信装置の送信側の装置であり、受信装置２０は無線通信装置の受信側の装置である。送
信装置１０は例えば端末装置であり、受信装置２０は基地局装置である。
【００２０】
　送信装置１０は、ＺＣ系列発生部１１と、巡回シフト部１２‐１，１２‐２と、変調部
１３‐１，１３‐２と、サブキャリアマッピング部１４‐１，１４‐２と、ＩＦＦＴ部１
５‐１，１５‐２と、ＣＰ付加部１６‐１，１６‐２と、送信アンテナ１７‐１，１７‐
２とを備える。
【００２１】
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　一方、受信装置２０は、受信アンテナ２１，２２と、ＣＰ除去部２３，２４と、ＦＦＴ
部２５，２６と、サブキャリアデマッピング部２７，２８と、ＳＩＭＯ（Single-Input M
ultiple-Output）受信部２９と、ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２とを備える。
【００２２】
　送信装置１０のＺＣ系列発生部１１は、ＺＣ系列の信号列を発生する。ＺＣ系列は、Ｃ
ＡＺＡＣ（Constant amplitude zero auto-correlation）系列の一種であり、ＩＦＦＴ後
の時間軸の信号はシングルキャリアと同等の信号となり、低いＰＡＰＲを実現できる。Ｚ
Ｃ系列は以下の式により表される。
【００２３】
【数１】

【００２４】
　数１で示すＺＣ系列は、振幅が１、時間相関が０、ＦＦＴ（またはＩＦＦＴ）により変
換しても振幅が一定という特徴がある。ＩＦＦＴ後のＺＣ系列は、
【００２５】

【数２】

【００２６】
となる。ここで、ｓｂ，ｎはｂ番目のブロックのｎ番目のサンプル、ＮはＦＦＴ（または
ＩＦＦＴ）サイズ、Δは巡回シフト量、インデックスｌ（ｋ）はｋ番目のサブキャリアに
ＺＣ系列のｌ番目の系列が割り当てられたことを示す。また、ｘｂはｂ番目のブロックの
送信シンボルであり、シングルキャリアを満たすためにブロック内で一定とする。
【００２７】
　巡回シフト部１２‐１，１２‐２は、ＺＣ系列に対して時間軸上の夫々異なる巡回シフ
ト量を加える。巡回シフト部１２‐１，１２‐２における巡回シフト量（数２のΔ）を各
々変化させることで、送信アンテナ１７‐１，１７‐２から互いに周波数軸上で直交した
送信信号が送信される。
【００２８】
　変調部１３‐１，１３‐２は、巡回シフト量が加えられたＺＣ系列を、夫々異なる制御
ビットで変調する。制御ビットは、制御チャネル（例えば、ＰＵＣＣＨ）の送信シンボル
に対応する制御ビットである。
【００２９】
　サブキャリアマッピング部１４‐１，１４‐２は、変調されたＺＣ系列を予め決められ
た周波数帯域に割り当てる（サブキャリアマッピング）。サブキャリアマッピングにより
ＺＣ系列は、例えば図６に示すようにシステム帯域の両側の周波数領域に割り当てられる
。
【００３０】
　ＩＦＦＴ部１５‐１，１５‐２は、サブキャリアマッピング部１４‐１，１４‐２から
の出力に対して逆フーリエ変換により時間軸の信号に変換する。
【００３１】
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　ＣＰ付加部１６‐１，１６‐２は、ＩＦＦＴ部１５‐１，１５‐２からの出力信号にＣ
Ｐを付加する。
【００３２】
　送信アンテナ１７‐１，１７‐２は、ＣＰが付加された信号をそれぞれ送信する。送信
装置１０はシングルキャリア送信（時間軸上でのみ送信データやパイロット信号を多重し
て送信する）により制御チャネルを送信する。
【００３３】
　このように送信装置１０は、単一の制御ビットにより送信する場合（図７）と比較して
、２つの制御ビットにより送信しているため、送信可能なシンボル数は増加する。よって
、送信装置１０からは送信可能なユーザ数を増やすことができる。
【００３４】
　また、送信装置１０は、ＺＣ系列に対して異なる巡回シフト及び異なる制御ビットを付
加した後に加算する（図８の加算部１８）ことはないため、マルチキャリア送信とはなら
ない。したがって、送信装置１０はＰＡＰＲの増大を防ぐことができる。
【００３５】
　さらに、送信装置１０は、２つの巡回シフト部１２‐１，１２‐２における巡回シフト
量を変化させて送信アンテナ１７‐１，１７‐２から互いに直交した信号を送信する。よ
って、ＭＩＭＯ送信と異なり送信アンテナ間で信号が完全に直交し、ＭＩＭＯ送信と比較
して受信装置２０の受信特性は向上する。
【００３６】
　受信装置２０の受信アンテナ２１，２２は、送信装置１０からの送信信号をそれぞれ受
信する。
【００３７】
　ＣＰ除去部２３，２４は各受信アンテナ２１，２２で受信した受信信号からＣＰを除去
する。
【００３８】
　ＦＦＴ部２５，２６は、ＣＰが除去された受信信号に対しそれぞれフーリエ変換を施し
て、周波数軸上の信号に変換する。
【００３９】
　サブキャリアデマッピング部２７，２８は、周波数帯域に割り当てられたサブキャリア
から信号を抽出する（サブキャリアデマッピング）。
【００４０】
　ＳＩＭＯ受信部２９は、抽出された信号に対してアンテナ間合成等を行い、ＺＣ系列を
出力する。
【００４１】
　ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２は、夫々巡回シフト部１２‐１，１２‐２におけ
る巡回シフト量を考慮してＺＣ系列をキャンセルし、２つの制御ビットを出力する。
【００４２】
　ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２におけるＺＣキャンセルは以下のように行う。制
御ビットが２系列ある場合に、サブキャリアデマッピング後のサブキャリア番号ｋの受信
信号は、
【００４３】
【数３】

【００４４】
となる。ここで、ｓ１は制御ビット１に対応する送信シンボル、ｓ２は制御ビット２に対
応する送信シンボル、ＸはＺＦ系列、Δは巡回シフト量を示す。また、Ｈはチャネル応答
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を表し、既知のリファレンス信号を用いて推定可能とする。
【００４５】
　数３で示す受信信号に対して、以下に示すように、ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐
２においてＺＣ系列のキャンセルおよびチャネルの周波数等価を行う。
【００４６】
【数４】

【００４７】
　この数４で示す系列に対して、逆フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を施し時間軸上の系列に変
換すると、
【００４８】

【数５】

【００４９】
を得る。数５において、δ（ｎ）はインパルス応答であり、δ（０）の場合にのみ値を持
つ。よって、ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２は、ｎ＝０の点を取ることで制御ビッ
ト１に対応する送信シンボルｓ１を出力し、ｎ＝Δの点を取ることで制御ビット１に対応
する送信シンボルｓ２を出力できる。
【００５０】
　次に送信装置１０及び受信装置２０の他の構成例を説明する。図２は他の構成例を示す
図である。同図に示すように、送信装置１０は符号化部１９、受信装置２０は復号部３１
を更に備える。
【００５１】
　符号化部１９は、２つの制御ビットをまとめて符号化し、各変調部１３‐１，１３‐２
に振分けて出力する。本例における送信装置１０は、符号化された制御ビットの系列をア
ンテナ間に振分け、その後変調等を施しているため、上述した例の送信装置１０（図１）
に対して更に送信アンテナ１７‐１，１７‐２間のダイバシチーゲインを得ることができ
る。
【００５２】
　符号化部１９における符号化は、例えばＲｅａｄ‐Ｍｕｌｌｅｒ符号化を用いる。Ｒｅ
ａｄ‐Ｍｕｌｌｅｒ符号化は、３ＧＰＰ（３ＧＰＰ　ＴＳ２５．２１２）においてＴＦＣ
Ｉ（Transport Format Combination Indicator）情報（トランスポートチャネルのフォー
マットを示す情報）を符号化する場合に採用されている符号化方式である。符号化部１９
は、例えば２つの制御ビットが夫々５ビットの場合、４０ビットに符号化する。この場合
の符号化率は１／４となる。
【００５３】
　受信装置２０の復号部３１は、ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２からの信号に対し
て、全ての送信パターン（例えば１０ビット、１０２４通り）の相関を取り、最大の相関
値を示す送信パターンを選択することで制御ビットを復号する。
【００５４】
　図３は送信装置１０及び受信装置２０の他の構成例を示す図である。同図に示す送信装
置１０は送信アンテナ１７‐１，１７‐２間で異なる周波数帯域を割り当てる場合の構成
例である。
【００５５】
　同図に示すように、巡回シフト部１２は一つで、サブキャリアマッピング部１４‐３，
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１４‐４は夫々異なる周波数帯域のサブキャリアを変調されたＺＣ系列に対して割り当て
る。送信アンテナ１７‐１，１７‐２からは、異なる送信帯域の信号が送信される。
【００５６】
　一方、受信装置２０は、４つのサブキャリアデマッピング部２７‐１，２７‐２，２８
‐１，２８‐２と、２つのＳＩＭＯ受信部２９‐１，２９‐２を更に備える。
【００５７】
　サブキャリアデマッピング部２７‐１，２８‐１は、受信アンテナ２１で受信した受信
信号に含まれるサブキャリアから信号を抽出するためのもので、夫々送信装置１０側のサ
ブキャリアマッピング部１４‐３，１４‐４に対応する。同様に、サブキャリアデマッピ
ング部２８‐１，２８‐２は受信アンテナ２２で受信した受信信号に対するもので、夫々
送信装置１０側のサブキャリアマッピング部１４‐３，１４‐４に対応する。
【００５８】
　ＳＩＭＯ受信部２９‐１は、サブキャリアデマッピング部２７‐１，２８‐１からの信
号に対してアンテナ間合成を行う。一方、ＳＩＭＯ受信部２９‐２はサブキャリアデマッ
ピング部２７‐２，２８‐２から出力される信号に対してアンテナ間合成を行う。その後
、ＺＣキャンセル部３０‐１，３０‐２でＺＣキャンセルし、制御ビットを出力する。
【００５９】
　図４は送信装置１０及び受信装置２０の他の構成例を示す図である。同図に示す例は、
上りリンクの制御情報量が多くない場合、制御情報を送信するのに必要なだけのチャネル
リソースを基地局側（受信装置２０）が割り当て、例えば１本の送信アンテナで送信する
ようにした例である。
【００６０】
　同図に示すように、送信装置１０は受信アンテナ１７‐３、ＣＰ除去部４１、ＦＦＴ部
４２、復調部４３、ＯＮ／ＯＦＦ制御部４４を更に備える。また、受信装置２０はスケジ
ューラ３２、制御情報作成部３３、サブキャリアマッピング部３４、ＩＦＦＴ部３５、Ｃ
Ｐ付加部３６、及び送信アンテナ３７をさらに備える。
【００６１】
　受信装置２０のスケジューラ３２は、送信装置１０の送信スケジュールを管理し、上り
リンクの制御情報の送信は送信アンテナ１７‐１，１７‐２のうち１本のアンテナで十分
と判断したとき、制御情報作成部３３に制御情報の作成を指示する。制御情報作成部３３
は制御情報を作成し、サブキャリアマッピング部３４、ＩＦＦＴ部３５、ＣＰ付加部３６
、及び送信アンテナ３７を介して下りリンクで送信する。
【００６２】
　送信装置１０は受信アンテナ１７‐３で制御情報を受信し、ＣＰ除去部４１、ＦＦＴ部
４２、復調部４３を介して制御情報をＯＮ／ＯＦＦ制御部４４に出力する。ＯＮ／ＯＦＦ
制御部４４は、復調された制御情報の内容に従って、制御ビット２により変調された信号
がサブキャリアマッピング部１４‐２に出力されないようにする。この場合、送信アンテ
ナ１７‐１のみを利用して制御チャネルが送信される。
【００６３】
　図５（Ａ）乃至同図（Ｃ）は制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の割り当て例を示す図である
。各図とも縦軸は巡回シフト量、横軸は送信帯域を示す。
【００６４】
　図５（Ａ）は、例えば図７に示す１本の送信アンテナ１７で制御チャネルを送信する場
合の例である。同図（Ａ）に示すように、異なる巡回シフト量の異なる送信帯域にそれぞ
れ異なるユーザを割り当てる。図７に示す送信装置１０において、巡回シフト部１２で異
なる巡回シフト量をＺＣ系列に与え、異なる巡回シフト量が与えられたＺＣ系列に対して
サブキャリアマッピング部１４で夫々異なる送信帯域に割り当てることで図５（Ａ）のよ
うな割り当てを行い得る。
【００６５】
　これに対して、本送信装置１０（図１及び図２）は、図５（Ｂ）に示すように、あるユ
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ーザの送信アンテナ数が２の場合に、同じ送信帯域の異なる巡回シフト量に同じユーザを
割り当てることができる。これは、各サブキャリアマッピング部１４‐１，１４‐２で共
通の送信帯域を使用するようにし、２つの巡回シフト部１２‐１，１２‐２で４種類の巡
回シフト量を変化させることで行い得る。
【００６６】
　また、本送信装置１０（図３）は、図５（Ｃ）に示すように、あるユーザの送信アンテ
ナ数が２の場合に、異なる送信帯域に同じユーザを割り当てることも可能である。サブキ
ャリアマッピング部１４‐３，１４‐４で異なる送信帯域を使用するようにし、巡回シフ
ト部１２で共通の巡回シフト量を使用することでかかる割り当てを行い得る。
【００６７】
　上述したいずれの例も、送信装置１０の送信アンテナ１７‐１，１７‐２は２本の例で
説明した。勿論、３本、４本等としても実施できる。この場合、各送信アンテナ間で送信
信号が直交するように巡回シフト部で巡回シフト量を調整すればよい。
【００６８】
　また、本送信装置１０と受信装置２０は、上述した例の組み合わせでも実施できる。例
えば、制御ビットを符号化する例（図２）は、異なる周波数帯域で送信する例（図３）や
、制御ビットの送信が受信装置２０側からの制御情報により制御される例（図４）でも実
施できる。
【００６９】
　以上まとめると付記のようになる。
【００７０】
　（付記１）
　複数のアンテナを有する無線通信装置における制御チャネル送信方法において、
　前記各アンテナ間において周波数軸上で互いに直交する信号系列を生成し、
　制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を各々変調し、
　前記変調された信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナから送信する、
　ことを特徴とする制御チャネル送信方法。　
【００７１】
　（付記２）
　前記各アンテナ間で巡回シフト量を変化させることで前記信号系列を周波数軸上で互い
に直交させることを特徴とする付記１記載の制御チャネル送信方法。
【００７２】
　（付記３）
　前記信号系列はＣＡＺＡＣ系列であることを特徴とする付記１記載の制御チャネル制御
方法。
【００７３】
　（付記４）
　前記制御チャネルに対応する制御信号を符号化し、符号化された前記制御信号で前記信
号系列を各々変調することを特徴とする付記１記載の制御チャネル制御方法。
【００７４】
　（付記５）
　さらに、送信先の無線通信装置から制御情報を受信し、
　前記受信した制御情報に基づいて、前記信号系列の前記各アンテナからの送信が制御さ
れることを特徴とする付記１記載の制御チャネル制御方法。
【００７５】
　（付記６）
　複数のアンテナを有する無線通信装置における制御チャネル送信方法において、
　生成された信号系列に対して、制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を変調
し、
　前記変調された前記アンテナ毎の信号系列を夫々異なる周波数帯域に割り当て、
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　前記割り当てられた前記信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナから送
信する、
　ことを特徴とする制御チャネル送信方法。
【００７６】
　（付記７）
　前記制御チャネルに対応する制御信号を符号化し、符号化された前記制御信号で前記信
号系列を各々変調することを特徴とする付記６記載の制御チャネル制御方法。
【００７７】
　（付記８）
　さらに、送信先の無線通信装置から制御情報を受信し、
　前記受信した制御情報に基づいて、前記信号系列の前記各アンテナからの送信が制御さ
れることを特徴とする付記６記載の制御チャネル制御方法。
【００７８】
　（付記９）
　複数のアンテナを有する無線通信装置において、
　前記各アンテナ間において周波数軸上で互いに直交する信号系列を生成する生成部と、
　制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を各々変調する変調部と、
　前記変調された信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナから送信する送
信部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【００７９】
　（付記１０）
　複数のアンテナを有する無線通信装置において、
　生成された信号系列に対して、制御チャネルに対応する制御信号で前記信号系列を変調
する変調部と、
　前記変調された前記アンテナ毎の信号系列を夫々異なる周波数帯域に割り当てる割り当
て部と、
　前記割り当てられた前記信号系列をシングルキャリア伝送により前記各アンテナから送
信する送信部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】図１は送信装置と受信装置の構成例を示す図である。
【図２】図２は送信装置と受信装置の他の構成例を示す図である。
【図３】図３は送信装置と受信装置の他の構成例を示す図である。
【図４】図４は送信装置と受信装置の他の構成例を示す図である。
【図５】図５（Ａ）乃至同図（Ｃ）はＰＵＣＣＨの割り当て例を示す図である。
【図６】図６はフレームフォーマットの例を示す図である。
【図７】図７は送信装置と受信装置の従来の構成例を示す図である。
【図８】図８は送信装置と受信装置の従来の構成例を示す図である。
【図９】図９は送信装置と受信装置の従来の構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００８１】
１０　送信装置、　１１　ＺＣ系列発生部、　１２，１２‐１，１２‐２　巡回シフト部
、　１３‐１，１３‐２　変調部、　１４‐１～１４‐４　サブキャリアマッピング部、
　１５‐１，１５‐２　ＩＦＦＴ部、　１６‐１，１６‐２　ＣＰ付加部、　１７‐１，
１７‐２　送信アンテナ、　１９　符号化部、　２０　受信装置、　２１，２２　受信ア
ンテナ、　２３，２４　ＣＰ除去部、　２５，２６　ＦＦＴ部、　２７，２７‐１，２７
‐２，２８，２８‐１，２８‐２　サブキャリアデマッピング部、　２９，２９‐１，２
９‐２　ＳＩＭＯ受信部、　３０‐１，３０‐２　ＺＣキャンセル部、　３２　スケジュ



(11) JP 5320829 B2 2013.10.23

ーラ、　３３　制御情報作成部、　３４　サブキャリアマッピング部、　３５　ＩＦＦＴ
部、　３６　ＣＰ付加部、　３７　送信アンテナ、　４１　ＣＰ除去部、　４２　ＦＦＴ
部、　４３　復調部、　４４　ＯＮ／ＯＦＦ制御部　

【図１】 【図２】
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